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５．倫理的配慮
本調査の目的、方法、匿名性の保持について、調査への
協力は自由意思によることを文書で説明した。調査結果な
どについて数量分析やカテゴリー分析で処理し、個人が特
定されたり、個人に迷惑をかけたりすることがないよう十
分配慮することを質問紙に明記した。
Ⅲ．親子交流「ひろばA」の概要について
１．概要
大学内に併設された子育て支援施設である親子交流の
場「ひろばA」は、子育て支援を専門とする子育て支援者
（通称スタッフと呼ぶ）が常駐し、授業やボランティアな
どで学生も入室していることが多い。親子が集うこと、自
由に交流できることが、まずは第一の目的であることか
ら、自由でゆったり過ごせるよう、ノンプログラム・見守
りの姿勢を基本にしている。また、子どもの遊びを促す環
境づくりや親同士が学び合ったり、気軽に相談できたりす
る雰囲気づくりなどを行っている。
開設日時は、週5日、火から土曜日の10時から16時であ
る。日によっては、「Aタイム」という活動が計画され、利
用者や行政、地域、学生など様々な人が企画・運営を行う
行事がある。週に１、2回の頻度で行われている。利用者な
どが行事や催しの実施者として活動できる場を提供した
り、体験を共有できる時間を設けたりすることで、利用者
の自己実現や様々な人や機関とのつながりを促進してい
る。このことにより、共に学び・共に育ち合う関係づくり
にもなっている。その他に、親の自主活動（エンパワメン
トを図る活動）や、子育て支援の場の機能を地域で発揮す
るアウトリーチも行っている。
ひろば環境については、室内は、安全で落ち着いて過ご
すことができる環境を整えている。大人も子どもも落ち着
く居心地の良さを出すために、木の家具を設置している。
さらに、子どもがじっくり遊べるさまざまな遊びコーナ
ー、乳児と幼児の動線に配慮した環境構成を行っている。
玩具や遊びについては、さまざまな人が交流する場を有効
に活かすため、人との関わりを促す玩具を準備している。
子どもの発達の特徴から、応答性のある玩具を中心に、創
造性・想像性、身体諸機能の発達を促す玩具を整えてい
る。特に、温かみがあり丈夫で安全な木の玩具を中心にそ
ろえている。戸外には菜園や砂場が整備された庭があり、
ままごと遊びや砂遊び、水遊びなどもできるようになって
いる。
「ひろばA」に常駐している子育て支援者（以下、スタ
ッフ）は、親子の自由と主体性を重んじ、共感と見守りの
姿勢を基本としている。子どもについては、何をしようと
しているのか、何を求めているのかなど、子どもの興味・
関心、個別性、発達を見定め、必要に応じて、遊びの援助
や提案などを行っている。親についても同様で、スタッフ
が先回りして一方的に教えたり指示したりすることはな
く、受容的、応答的な対応を心がけている。又、交流促進
がひろばの主な目的であることから、初めて利用する親
や、「ひろばA」に慣れない親などについては、意識的に
関わり、親と親、子どもと子ども、親子などをつなぐ、橋
渡しを行っている。
子育て支援スタッフは、日々の振り返りを行うと共に、
ミーティングを、月に1回、大学の教員と事務局員を交えて
行っており、「ひろばA」における月の計画や運営に関す
ることや事例検討なども行っている。また、市内の子育て
支援者との合同研修を行い、子育て支援の質の向上に努め
ている。更に、1年に1回、利用者を含めた第三者評価者に
よる評価委員会が開催され、取組みに関する評価が行わ
れ、次年度の改善点などを明確にしながらPDCAのサイク
ルを循環させている。
２．「ひろばA」の2016年度の利用状況　
2016年度は、1年間で239日間の開設であった。子どもに
ついては、登録制となっており、毎年、年度初めに登録を
行う。具体的には、氏名、住所、保護者、連絡先などを記
入したカードを提出する。登録料、利用料ともに無料であ
る。2016年度は、507人の子どもの登録があった。利用親子
数については、延べ10,363人であり、一日の利用親子数は約
43人であった。
Ⅳ．結果
質問紙を80部配布し,回収数は56部(回収率70%),有効回答
数は50部（有効回答率は62.5%）であった。「ひろばA」利
用による利用者の変化は以下の通りであった。
１）利用による変化の有無
利用者に対し「ひろばA」を利用したことによる変化の
有無について選択式で回答を求めたところ、回答した利用
者の50人中41人（82%）が、子どもについて「変化あり」と
答えており、「どちらとも言えない」が8人（16%）、「変
化なし」が1人（2%）であった。
親については、50人中38人（76%）が「変化あり」と答
えており、「どちらともいえない」が10名（20％）、「変
化なし」が2人（4％）であった。
同様に、家族については、「変化あり」が16人（31％）「ど
ちらともいえない」が25人（50％）「変化なし」が9人（18％）
であった。
２）子ども・親・家族についての具体的な変化
「ひろばA」を利用することによって変化があったと回
答した内容について、回答者の自由記述から、「子ども」・
「親」・「家族」について、それぞれどのような変化があ
ったか分析を行った。コアカテゴリーを【】カテゴリーを
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子育て支援施設を利用することによる親子の育ち
〔〕、カテゴリーに対する特徴的な記述は「　」で示す。
（１）子どもの変化について
子どもの変化に関する記述から59の内容が抽出され、分
析の結果、【人との関わり】【遊び】【健康】【基本的生
活習慣】【発達の姿】【社会性】【自主性】【入園へのス
テップ】など8つのカテゴリーが抽出された（表１）。
① 人との関わり
【人との関わり】は、人に対する親しみも含め、人間関
係の広がりや深まりなどに関する内容を抽出したもので
14の内容があり、〔人見知りの改善〕〔友達との関わり〕の
2つのカテゴリーに分けられた。〔人見知りの改善〕につい
ては、「人見知りをしなくなった」「社交的になってきた」な
どの記述が見られる。〔友達との関わり〕は、「自分から
友達を作れるように声かけができるようになった」「同世
代の子どもと関わりやすくなった」などの記述が見られ
た。
② 遊び
【遊び】は、遊びへの興味・関心や遊ぶ姿などの変化に
関する内容を抽出したものであり、10の内容があり、〔遊
びの広がりと深まり〕〔友達との遊び〕の2つのカテゴリー
に分けられた。〔遊びの広がりと深まり〕では、「色々な
遊びに興味を持てるようになった」「遊びの幅が広がった」
などが見られた。〔友達との遊び〕では、「友達と遊べて
楽しそう」や「近くに遊び友達が少なかったので、楽しく
遊べる場ができて喜んでいる」などがあった。
③ 健康
【健康】は、心と身体の健康に関する内容を抽出したも
のであり、10の内容があり、〔心の安定〕〔健康的な身体〕の
2つのカテゴリーに分けられた。〔心の安定〕は、「気分転
換できている」「良いスペースで自由に遊んでいるので子
どものストレスが減っている」「家で落ち着いて遊べるよ
うになった」などがあり、〔身体の健康〕については、「風
邪をひきにくくなった」「生活リズムが整った」などがあ
った。
④ 基本的生活習慣
【基本的生活習慣】は、子どもの基本的な生活習慣に関
する内容を抽出したものであり、7つの内容があり、〔食事〕
〔睡眠〕〔排泄〕3つのカテゴリーに分けられた。〔食事〕
については「野菜を食べるようになった」「食事の仕方」な
どがあった。〔睡眠〕では、「昼寝がしっかりできるよう
になった」「よく寝るようになった」があり、〔排泄〕で
は、「トイレに興味を持つようになった」「トイレットト
レーニングもだいぶ助かった」などがあった。
⑤ 発達の姿
【発達の姿】は、できなかったことができるようになっ
たなど能力の獲得に関する内容を抽出したものであり、7
つの内容があり、〔知識・知能〕〔運動能力〕の2つのカテ
ゴリーに分けられた。〔知識・知能〕については、「家で
はできない様々な活動を通して、沢山の経験ができて、季
節の行事の知識が増えた」「できないことができるように
なった」があり、〔運動能力〕については、「ほかの子ど
もに刺激されてお座りやハイハイができるようになった」
「活発になった」などがあった。
⑥ 社会性
【社会性】は、他者に対する思いやりや決まりなどに関
する内容を抽出したもので5つの内容があり、〔思いやりの
気持ち〕〔自己抑制〕〔挨拶〕の3つのカテゴリーに分けら
れた。〔思いやりの気持ち〕については、「自分より小さ
い子に接することで（今までしたことがなかったが）赤ち
ゃんなどに優しくしていた」「小さなお友達を見ると笑顔
になる」〔自己抑制〕については、「順番やルールを守れ
るように頑張れるようになった」があった。〔挨拶〕では、
「挨拶をするようになった」が見られた。
⑦ 自主性
【自主性】については、喜びや期待などが生まれ、生活
する中で子どもが自主的に行動するようになったという
内容について抽出したものであり、3つの内容があり、〔意
欲的な行動〕〔気持ち〕の2つのカテゴリーに分けられた。
〔意欲的な行動〕については、「ひろばAに行くよと声を
かけると、自分でリックを持ってきて、いそいそと靴を履
き外出の準備をするようになった」「ひろばAに行くため
に玩具を片付けたり身支度をしたり進んでするようにな
った」があり、〔気持ち〕については、「楽しかったねと
父親に話をする。また行きたいという」があった。
⑧ 入園へのステップ
【入園へのステップ】は「ひろばA」利用が、入園に関
することに影響を与えていると答えている内容を抽出し
たもので、3つの内容があり、〔友達の存在〕〔園環境〕の
2つのカテゴリーに分けられた。〔友達関係〕は、「「ひろ
ばA」で会っていた子が沢山いてスムーズに友達ができ
た」であり、〔園環境〕は、「こども園にスムーズになじ
むことができた」「親や祖父母以外の大人『先生』と触れ
合えるので幼稚園の練習になった」などがあった。
（１）親の変化について
親の変化に関する記述から49の内容が抽出され、分析の
結果、【心の安定】【人間関係】【子育て力】【自分自身
の成長】の4つカテゴリーが抽出された（表２）。
① 心の安定
【心の安定】は、気分転換や気持の安定に関する内容を
抽出したもので、25の内容があり、〔気分転換〕〔安心感〕
〔ストレスの軽減〕〔子育ての負担軽減〕の4つのカテゴリ
ーに分けられた。〔気分転換〕では、「ひろばAで話をし
て帰るとスッキリ気分が晴れる」「家にこもりっぱなしの
時より気分が軽くなった」などがあった。〔安心感〕につ
いては、「ここに来れば安心できる」「新見で所属する場
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所ができた気がする」などがあり、〔ストレスの軽減〕に
ついては、「悩みを共有できてストレス発散できた」「人
と会話することでストレスは発散できる」などがあった。
〔負担感の軽減〕では、「二人目の子どもが生まれた時に
スタッフさんが見てくださって助かった」「家と公園の他
に行く場所がありがたい」などがあった。
② 人間関係
【人間関係】は、親自身の人とのつながりや広がりに変
化が見られた内容を抽出したもので、10の内容があり、〔友
達〕〔知り合い〕の2つのカテゴリーに分けられた。
〔友達〕については、「気の合う友達ができた」「子育て
以外のことも話せる友達ができた」などがあり、〔知り合
い〕は、〔知り合いが増えた〕 があった。
③ 子育て力(親としての成長)
【子育て力(親としての成長)】は、子育てに関する学びや
親としての変化に関する内容を抽出したもので、8つの内
容があり、〔学び〕〔父親の育児意欲〕〔柔軟性〕の3つに
分けられる。〔学び〕は、「それぞれの子どもの成長など
を聞き子育てについての考えが広がった」や「年齢層も
様々なので勉強になる」があった。〔父親の育児意欲〕に
ついては、「パパスタッフに入って子育ての意欲が高まっ
た」「積極的に育児参加されている方(父親)もいるので自分
ももう少し育児に関われたらと思う」があった。〔柔軟性〕
については「頭でっかちになりがちだったけど考えが広が
った」や「家で体を動かす遊びがなかなかできなくてもひ
ろばAですればいいやと前向きに考えられるようになっ
た」などがあった。
④ 自分自身の成長
【自分自身の成長】は、生活の中における自分の考えや
態度の変化に関する内容を抽出したもので、6つの内容が
あり、〔積極性〕〔郷土愛〕〔視野の拡がり〕〔子どもへ
の愛情〕の4つに分けられた。〔積極性〕では、「外に出て
みようと思うようになった」「色々な人に声をかけられる
ようになった」があった。〔郷土愛〕では、「見知らぬ土
地で家にこもっていたが、「ひろばA」に来て子ども以外
の大人と話すことができて、新見が好きになった」があり、
〔視野の拡がり〕は、「気分転換や家族以外と話すことが
できるので外を見ることができる」があり、〔子どもへの
愛情〕は、「自分の子どもだけでなく他人の子どもも可愛
いと思えるようになった」などがあった。
（３）家族の変化
家族に変化があったとする記述から16の内容が抽出さ
れ、分析の結果、【円満】【安心】【子育てへの理解】【生
活の質】の4つのカテゴリーに分けられた。
① 円満
【円満】については、利用をきっかけに家族の中で会話
が増えたり楽しみが増えたり関係をよくしている内容に
ついて抽出したもので、6つの内容があり、〔プラスの感情〕
〔会話の増加〕の2つに分けられた。〔プラスの感情〕につ
いては、「私が明るいと家庭が上手くいくと思う」「妻か
らにこたんの様子を聞き嬉しく思っている」などがあっ
た。〔会話〕については、「主人との会話が増えた」「今
日会ったことを伝えると喜ぶ」などがあった。
② 安心
【安心】では、子育ての安心につながっている記述の内
容を抽出したもので、4つの内容があり、〔居場所〕〔情報
収集〕〔子育ての手助け〕の3つに分けられた。〔居場所〕
は、「育児休業中の親子のオアシスだった」「夫も私と子
どもが通う場所を見つけたことで安心したようだ。色々相
談することができるので、不安やイライラを家に持ち込ま
ないですんでいると思う」などがあった。〔情報収集〕は、
「引っ越してきたばかりで土地のこととか病院、買い物な
どの情報を知ることができた。家族で行ってみたりした」
があった。〔子育ての手助け〕は、「雨で遊べないとき、土
曜も開いているので、とても助かる」があった。
③ 子育てへの理解
【子育てへの理解】は、家族の中で子育てに関する理解
や共感が進んだ内容を抽出したもので、4つの内容があり、
〔父親の意識〕〔子育てへの意欲〕〔家族の積極的なひろ
ば利用〕の3つに分けられた。「父親の意識」については、
「パパ企画に参加させていただき自分が一番変わったと
思う。他のパパさんと時に意見交換できてとても楽しい」
「皆で子育てしようという意識が高まった」があった。〔子
育てへの意欲〕は、「主人も子育てに協力してくれるよう
になった」があった。〔家族の積極的なひろば利用〕につ
いては、「主人や義母も子どもをつれて「ひろばA」に遊
びに行ってくれる」があった。
④ 生活の質
【生活の質】は、生活が変化したことに関する内容を抽
出したものであり、2つの内容があり、〔睡眠〕〔親の時間〕の
2つに分けられた。〔睡眠〕では、「にこたんでの予定がで
きるので楽しみに寝られる」があり、〔親の時間〕は、「子
どもの寝つきがよくなるので親がそれぞれの時間を持て
て嬉しい」があった。
Ⅴ．考察
2009年、筆者らは、「ひろばA」の利用者を対象に同様
の質問紙調査２）を行った。この調査では、「ひろばA」利
用により子どもに変化があったと答えたものは約5割であ
った。今回は、約8割の利用者が子どもの変化を認め、多く
の利用者が利用の効果を感じていることが分かった。内容
については、前回の調査同様に「遊び」「人との関わり」「社
会性」「健康面（心）」などに変化が見られ、今回は、そ
れらに加えて、「基本的生活習慣」「健康面（身体）」「発
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達の姿」「入園へのステップ」などにも変化があったと答
えている。このことから、「ひろばA」は、「子どもが育
つ」という点で子育て支援の役割を果たしており、支援の
質も向上していると推測することができる。また、親の変
化については、前回（2009年）が約6割、今回は約8割の利
用者が変化ありと答えており、自分自身の変化を感じてい
る利用者の増加が見られた。内容は、前回（2009年）が【心
の安定】【自分自身の成長】【親としての成長】であり、今
回（2017年）が【心の安定】【人間関係】【子育て力(親と
しての成長)】【自分自身の成長】であった。2009年に比較
すると親の【人間関係】の広がりや深まりが多くみられた。
このことから、子育て広場の主な目的である交流の促進が
図れていることが分かり、橋渡しの役割を担っているスタ
ッフの存在の大きさが窺われた。また、親自身が「子育て
力」の変化や「自分自身の成長」を実感していることもわ
かった。このことは、親の弱さに着目するのではなく、一
人一人が持つ力や強さに着目しながら、エンパワメントす
る支援を意識しながら関わっているスタッフの姿勢に加
えて、ママスタッフ活動やパパスタッフ活動など様々なエ
ンパワメント活動を取り入れている「ひろばA」の事業内
容も大きく影響していると考えられる。結果、「ひろばA」
は、「親の子育ての不安や負担をサポート」することに留
まらず、「親の力」を引き出しながら「親が育つ」という
子育て支援の役割を果たしていると考えられる。さらに、
家族の変化であるが、前回（2009年）が2割、今回（2017年）
が3割と、変化したと答えた利用者が微増していた。前回の
内容は、【共同育児の生成】【生活の質の向上】であり、今
回は【円満】【安心】【子育てへの理解】【生活の質】で
あった。家族が変化したと回答したのは、回答者の約3割と
多いとは言い難いが、記述の内容から、ひろば利用をきっ
かけに、家族間で子育てを理解し合える関係が生まれ、夫
婦が円満になり、安心した生活の中に楽しみも増えるなど
の変化が見られている。このことから、ひろば利用により、
子どもが健全に育つ場としての安定した家庭づくりにつ
ながっていることが窺われた。
以上のことから、「ひろばA」は、支援の質の向上を図
りながら、子どもや親、家族全体の育ちを支える存在にな
っていることがわかった。その背景には、2008年の開設時
から、常に、計画・実施・振り返り・評価・改善という
PDCAのサイクルを意識してきたことや、直接利用者に関
わるスタッフの研修等を継続してきたことがあると考え
る。具体的には、C子育てカレッジ全体の取組みとして、年
に１度、利用者など外部の声を聴く評価委員会を実施し、
取組みの改善につなげている。また、スタッフについては、
日々の振り返りを行ったり、月1回、大学事務局員や教員等
とのミーティングを行ったりしながら活動や支援の在り
方などについて話し合いを行っている。研修については、
地域の子育て支援者が一堂に会し、情報交換を行いながら
子育て支援の課題を共有し、課題解決のためのワークショ
ップを行ったり、外部講師による研修会を計画したりと常
に能動的に自己研鑽に努めている。このような地道な活動
が、それぞれの変化、つまり、子どもや親、家族の育ちに
つながっているのではないかと考える。一方で、今回の調
査で「家族の変化」を認めている利用者は約3割と多いとは
言い難かった。このことは、地域が変化する、つまり「子
育てしやすい地域づくり」にも通じることではないかと考
えるため、今後は、利用者である親子へのアプローチはも
ちろんのこと、今以上に、家族や地域も意識しながら「子
どもが育ち、親が育ち、家族が育ち、地域が育つ」子育て
支援を目標に取組み続けたいと考える。
注
注１）子育てカレッジとは、地域の重要な社会資源である
大学に子育て支援拠点を設置し、大学の専門的知識など
を活かした地域のモデル事業などを実施するものであ
る。地域の幅広い子育て支援関係者や子育て中の親など
が事業実施や運営に関わる。（2008年4月、おかやま子育
てカレッジ第1号として新見公立大学内に設立された。）
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